
一27一

策9図に示すように北上外縁帯の地向斜堆積物の大

部分はほぼ直接的に北海道南西部へ連続するようであ

り本州北涯の地下北半島尻屋崎(写真18)のジュラ系

にも激しい地殻変動の跡を認めることができる.

小論で紹介した白亜紀(元宮古世)地殻変動の壮大なる

広がりを想うときはるかに津軽海峡を隔てて横たわる

北海道主部(目高区)への構造発達吏的比較基準としての

この地殻変動の影響のもつ重要性があらためて強調され

るのである.
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